
　前
回
に
続
き
、
今
月
号
で
は
、
戦
争
に
よ
っ
て
甚
大
な
被
害
を
被
っ
た
恩
納
村
の
復
興
、
今
も
な
お

つ
づ
く
基
地
問
題
、
次
世
代
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

３
．
沖
縄
戦
終
結
と
戦
後
の
生
活
再
建

　
生
き
残
っ
た
住
民
は
次
の
場
所
に
収
容
さ
れ
た
（
カ
ッ
コ
内
は
集
落
）

　
羽
地
村
田
井
等
〈※

現
在
の
名
護
市
〉＝（
名
嘉
真
の
一
部
、
瀬
良
垣
、
前
兼
久
）

　
金
武
村
〈※

現
在
の
金
武
町
〉＝（
中
川
（
喜
瀬
武
原
の
一
部
、
冨
着
の
一
部
）

　
宜
野
座
村
（
名
嘉
真
、
冨
着
の
一
部
、
山
田
の
一
部
）、

　
石
川
〈※

現
在
の
う
る
ま
市
〉＝（
安
富
祖
、
喜
瀬
武
原
の
一
部
、
瀬
良
垣
、
太
田
、
恩
納
、
南
恩
納
、

　
谷
茶
、
仲
泊
、
山
田
、
真
栄
田
、
塩
屋
、
宇
加
地
）

　
収
容
さ
れ
た
住
民
は
米
軍
の
配
給
を
得
な
が
ら
、
命
を
つ
な
い
で
い
た
。
一
方
で
避
難
中
の
食
糧
不

足
に
よ
る
栄
養
失
調
や
罹
患
し
た
マ
ラ
リ
ア
な
ど
の
病
気
の
悪
化
、
避
難
中
の
負
傷
の
悪
化
な
ど
に

よ
っ
て
収
容
所
で
命
を
落
と
す
住
民
も
い
た
。

　
１
９
４
５
年
10
月
、
米
軍
の
帰
村
準
備
命
令
に
よ
っ
て
、
石
川
で
恩
納
村
代
表
者
会
議
が
行
わ
れ
、

村
先
遣
隊
が
結
成
さ
れ
た
。
11
月
に
は
先
遣
隊
の
仮
事
務
所
が
南
恩
納
の
焼
け
残
っ
た
民
家
に
設
置
さ

れ
、
復
興
へ
向
け
て
動
き
は
じ
め
た
。
一
方
、
集
落
で
独
自
に
帰
村
を
開
始
し
た
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
。

家
は
焼
か
れ
、
田
畑
は
荒
れ
、
飼
育
し
て
い
た
家
畜
も
い
な
く
な
り
、
復
興
は
容
易
で
は
な
か
っ
た
。

帰
村
当
初
は
各
集
落
と
も
幕
舎
に
身
を
寄
せ
、
米
軍
の
配
給
物
資
を
も
ら
い
な
が
ら
、
集
団
生
活
を
余

儀
な
く
さ
れ
た
。
し
か
し
、
建
築
班
、
農
耕
班
に
分
か
れ
住
民
が
共
同
で
再
建
に
取
り
組
み
、
早
い
地

域
で
は
４
か
月
後
か
ら
各
戸
で
の
家
庭
生
活
を
再
開
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

◇
字
恩
納
自
治
会
　「
写
真
集
　
道
　
写
真
で
見
る
恩
納
区
の
あ
ゆ
み
」　
２
０
０
７
年

◇
恩
納
村
　「
恩
納
村
誌
」
１
９
８
０
年

◇
恩
納
村
　「
恩
納
村
誌
　
第
一
巻
　
自
然
編
」
２
０
１
４
年

◇
広
報
お
ん
な
　
２
０
１
６
年
・
２
０
１
８
年

◇
沖
縄
県
「
沖
縄
の
米
軍
基
地
」　
２
０
１
８
年

◇
沖
縄
県
「
米
軍
基
地
環
境
カ
ル
テ
　
キ
ャ
ン
プ
・
ハ
ン
セ
ン
」　
２
０
１
７
年

◇
三
上
智
恵
「
証
言
　
沖
縄
ス
パ
イ
戦
史
」　
２
０
２
０
年

恩納村史

編さん
だより
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米
軍
施
設
の
建
設
、
道
路
整
備
な
ど
で
帰
村
が
遅
れ
た
地
域
も
あ
っ
た
。
フ
ェ
ン
ス
で
仕
切
ら
れ
、
外

と
の
往
来
に
も
制
限
が
あ
る
海
側
の
テ
ン
ト
で
、
道
路
越
し
に
自
分
た
ち
の
集
落
を
み
な
が
ら
、
１
年

以
上
生
活
を
続
け
た
住
民
も
い
た
。

２
．
復
興
へ
の
歩
み

　
密
林
だ
っ
た
恩
納
岳
は
戦
時
中
、
避
難
し
て
き
た
住
民
を
守
り
な
が
ら
多
く
の
命
を
救
い
、
戦
後
の

混
乱
期
に
は
復
興
の
た
め
の
資
材
、
燃
料
と
し
て
薪
を
取
る
場
所
だ
っ
た
。
石
油
コ
ン
ロ
が
普
及
し
、

山
が
元
の
姿
を
取
り
戻
そ
う
と
す
る
50
年
代
に
入
る
と
米
軍
の
演
習
が
は
じ
ま
り
、
恩
納
岳
を
中
心
と

す
る
村
有
地
が
軍
用
地
に
指
定
さ
れ
た
。
戦
後
の
復
興
産
業
と
し
て
恩
納
岳
の
麓
の
肥
沃
な
土
地
に
茶

園
が
作
ら
れ
て
い
た
が
、
１
９
６
０
年
２
月
の
米
軍
演
習
に
よ
る
山
火
事
で
大
き
な
被
害
を
受
け
廃
園

と
な
っ
た
。
実
弾
砲
撃
演
習
、
射
撃
訓
練
に
よ
っ
て
た
び
た
び
山
火
事
が
発
生
し
、
山
の
大
半
が
焼
失

し
た
。

　
１
９
６
６
年
10
月
に
は
南
恩
納
区
の
住
宅
の
台
所
へ
の
流
弾
事
件
が
発
生
し
、
恩
納
村
主
催
の
村
民

大
会
が
開
か
れ
た
。
こ
の
事
件
ま
で
に
40
件
余
り
の
流
弾
事
件
が
起
き
て
お
り
、
こ
れ
以
上
の
事
件
発

生
を
許
さ
な
い
厳
重
な
抗
議
の
あ
ら
わ
れ
で

あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
も
戦
車
砲
や
機

銃
弾
な
ど
破
片
が
民
家
に
落
下
し
た
り
、
走

行
中
の
タ
ク
シ
ー
の
側
面
に
機
関
銃
弾
が
貫

通
す
る
な
ど
、
事
件
、
事
故
は
尽
き
な
か
っ

た
。
２
０
１
７
年
４
月
に
は
集
落
か
ら
４
０

０
ｍ
ほ
ど
し
か
離
れ
て
い
な
い
安
富
祖
ダ
ム

建
設
工
事
現
場
へ
の
流
弾
事
件
が
起
き
て
い

る
。

　
１
９
８
８
年
に
は
都
市
型
ゲ
リ
ラ
訓
練
施

設
建
設
計
画
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
米
陸
軍

特
殊
部
隊
グ
リ
ー
ン
ベ
レ
ー
の
戦
闘
訓
練
が

で
き
る
施
設
で
、
住
宅
地
か
ら
数
百
メ
ー
ト

が
、
既
存
建
築
物
の
解
体
の
際
に
、
汚
水
処

理
層
内
の
汚
泥
な
ど
の
有
毒
物
質
が
流
出
口
附
近
か
ら
検
出
さ
れ
た
。
米
軍
側
は
日
米
地
位
協
定
第
４

条
の
返
還
し
た
土
地
の
原
状
回
復
の
義
務
を
負
わ
な
い
規
定
を
盾
に
、
返
還
後
に
発
見
さ
れ
た
問
題
と

し
て
引
き
取
り
を
拒
否
し
た
。
村
内
自
衛
隊
基
地
で
保
管
し
た
後
、
返
還
か
ら
約
18
年
後
の
２
０
１
３

年
、
日
本
の
民
間
業
者
に
よ
っ
て
３
２
０
ト
ン
に
及
ぶ
汚
泥
は
全
面
処
理
さ
れ
た
。

　
恩
納
村
に
は
現
在
キ
ャ
ン
プ
・
ハ
ン
セ
ン
の
他
、
嘉
手
納
弾
薬
庫
地
区
が
あ
り
、
村
面
積
の
米
軍
基

地
が
占
め
る
割
合
は
29
・
２
％
で
あ
る
。
自
衛
隊
基
地
を
含
め
る
と
29
・
８
％
と
な
る
。

５
．
次
世
代
へ
の
継
承

　（
１
）
慰
霊
の
取
り
組
み

　
現
在
恩
納
村
内
に
は
10
基
の
慰
霊
塔
が
建
立
さ
れ
て
い
る
。
慰
霊
塔
の
あ
る
行
政
区
で
は
慰
霊
の
日

（
６
月
23
日
）
に
自
治
会
主
催
で
遺
族
、
区
民
参
加
の
慰
霊
祭
が
行
わ
れ
る
。
恩
納
村
の
慰
霊
之
塔
で

は
村
主
催
で
慰
霊
祭
が
行
わ
れ
、
村
遺
族
会
、
各
区
の
代
表
、
関
係
者
が
参
加
し
て
い
る
。

　
安
富
祖
子
ど
も
会
で
は
第
二
護
郷
隊
之
碑
、
第
四
十
四
飛
行
場
大
隊
之
碑
が
あ
る
敷
地
を
慰
霊
の
日

に
清
掃
し
、
そ
の
場
で
体
験
者
の
お
話
を
聞
く
な
ど
独
自
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。
現
在
、
郷
護

の
会
（
第
二
護
郷
隊
の
戦
友
会
）、
屋
良
ノ

友
ノ
会
（
第
四
十
四
飛
行
場
大
隊
戦
友
会
）

は
解
散
し
、慰
霊
祭
は
行
わ
れ
て
い
な
い
が
、

遺
族
の
参
拝
は
引
き
続
き
行
わ
れ
、
う
る
ま

市
の
地
蔵
院
に
よ
っ
て
祭
壇
が
設
け
ら
れ
て

い
る
。

　（
２
）
平
和
学
習

　
村
内
に
は
自
然
洞
窟
で
あ
る
ガ
マ
、
住
民

避
難
壕
、
日
本
軍
が
建
設
し
た
陣
地
、
ト
ー

チ
カ
や
護
郷
隊
が
破
壊
し
た
橋
な
ど
の
戦
争

遺
跡
が
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
戦
争
遺

跡
や
慰
霊
碑
を
回
り
、
恩
納
村
の
戦
争
を
知

り
、
考
え
る
平
和
学
習
が
行
わ
れ
て
い
る
。

２
０
１
９
年
に
は
安
富
祖
中
学
校
１
年
１
組

が
戦
時
中
の
食
事
作
り
、
戦
争
体
験
者
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
慰
霊
碑
前
で
の
平
和
の
詩
の
群
読
、

遺
族
会
の
方
々
へ
の
学
習
内
容
の
発
表
な
ど
、
一
学
期
を
通
し
て
学
び
を
深
め
、
沖
縄
県
の
第
１
回

ち
ゅ
ら
う
ち
な
ー
草
の
根
平
和
貢
献
賞
を
受
賞
し
た
。

　
村
内
の
小
中
学
校
で
は
村
内
の
戦
争
体
験
者
や
第
二
護
郷
隊
の
体
験
者
か
ら
も
体
験
を
聴
く
機
会

が
増
え
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
も
行
わ
れ
て

い
る
。第
二
護
郷
隊
を
テ
ー
マ
に
し
た
ド
キ
ュ

メ
ン
タ
リ
ー
映
画
「
沖
縄
ス
パ
イ
戦
史
」
が

２
０
１
８
年
に
公
開
、
全
国
各
地
で
の
上
映
、

恩
納
村
で
の
自
主
上
映
会
に
よ
っ
て
、
恩
納

村
の
戦
争
、
少
年
兵
の
ゲ
リ
ラ
戦
が
広
く
知

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
毎
年
６
月
か
ら
７
月
に
は
恩
納
村
博
物
館

で
恩
納
村
史
編
さ
ん
係
、
教
育
委
員
会
文
化

係
に
よ
る
慰
霊
の
日
特
別
展
が
開
催
さ
れ
、

村
内
外
か
ら
の
来
館
者
も
増
え
て
い
る
。

（
瀬
戸
）

米軍演習による山火事（2018年 10月）

＜恩納村内の慰霊塔＞

宇魂の塔
さざなみの塔
眞魂の塔
慰霊塔
仲魂の塔
慰霊塔
慰霊之塔
慰霊之塔
第二護郷隊之碑
第四十四飛行場大隊之碑

  場　所
宇加地区
塩屋区
真栄田区
山田区
仲泊区
前兼久区
冨着区
恩納区
安富祖区
安富祖区

　  建立者
宇加地自治会
塩屋自治会
真栄田自治会
山田自治会
仲泊自治会
前兼久自治会
冨着自治会
恩納村
郷護の会
屋良ノ友ノ会

2021.12021.1 89
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参
考
史
料

米
軍
施
設
の
建
設
、
道
路
整
備
な
ど
で
帰
村
が
遅
れ
た
地
域
も
あ
っ
た
。
フ
ェ
ン
ス
で
仕
切
ら
れ
、
外

と
の
往
来
に
も
制
限
が
あ
る
海
側
の
テ
ン
ト
で
、
道
路
越
し
に
自
分
た
ち
の
集
落
を
み
な
が
ら
、
１
年

以
上
生
活
を
続
け
た
住
民
も
い
た
。

２
．
復
興
へ
の
歩
み

　
密
林
だ
っ
た
恩
納
岳
は
戦
時
中
、
避
難
し
て
き
た
住
民
を
守
り
な
が
ら
多
く
の
命
を
救
い
、
戦
後
の

混
乱
期
に
は
復
興
の
た
め
の
資
材
、
燃
料
と
し
て
薪
を
取
る
場
所
だ
っ
た
。
石
油
コ
ン
ロ
が
普
及
し
、

山
が
元
の
姿
を
取
り
戻
そ
う
と
す
る
50
年
代
に
入
る
と
米
軍
の
演
習
が
は
じ
ま
り
、
恩
納
岳
を
中
心
と

す
る
村
有
地
が
軍
用
地
に
指
定
さ
れ
た
。
戦
後
の
復
興
産
業
と
し
て
恩
納
岳
の
麓
の
肥
沃
な
土
地
に
茶

園
が
作
ら
れ
て
い
た
が
、
１
９
６
０
年
２
月
の
米
軍
演
習
に
よ
る
山
火
事
で
大
き
な
被
害
を
受
け
廃
園

と
な
っ
た
。
実
弾
砲
撃
演
習
、
射
撃
訓
練
に
よ
っ
て
た
び
た
び
山
火
事
が
発
生
し
、
山
の
大
半
が
焼
失

し
た
。

　
１
９
６
６
年
10
月
に
は
南
恩
納
区
の
住
宅
の
台
所
へ
の
流
弾
事
件
が
発
生
し
、
恩
納
村
主
催
の
村
民

大
会
が
開
か
れ
た
。
こ
の
事
件
ま
で
に
40
件
余
り
の
流
弾
事
件
が
起
き
て
お
り
、
こ
れ
以
上
の
事
件
発

生
を
許
さ
な
い
厳
重
な
抗
議
の
あ
ら
わ
れ
で

あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
も
戦
車
砲
や
機

銃
弾
な
ど
破
片
が
民
家
に
落
下
し
た
り
、
走

行
中
の
タ
ク
シ
ー
の
側
面
に
機
関
銃
弾
が
貫

通
す
る
な
ど
、
事
件
、
事
故
は
尽
き
な
か
っ

た
。
２
０
１
７
年
４
月
に
は
集
落
か
ら
４
０

０
ｍ
ほ
ど
し
か
離
れ
て
い
な
い
安
富
祖
ダ
ム

建
設
工
事
現
場
へ
の
流
弾
事
件
が
起
き
て
い

る
。

　
１
９
８
８
年
に
は
都
市
型
ゲ
リ
ラ
訓
練
施

設
建
設
計
画
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
米
陸
軍

特
殊
部
隊
グ
リ
ー
ン
ベ
レ
ー
の
戦
闘
訓
練
が

で
き
る
施
設
で
、
住
宅
地
か
ら
数
百
メ
ー
ト

が
、
既
存
建
築
物
の
解
体
の
際
に
、
汚
水
処

理
層
内
の
汚
泥
な
ど
の
有
毒
物
質
が
流
出
口
附
近
か
ら
検
出
さ
れ
た
。
米
軍
側
は
日
米
地
位
協
定
第
４

条
の
返
還
し
た
土
地
の
原
状
回
復
の
義
務
を
負
わ
な
い
規
定
を
盾
に
、
返
還
後
に
発
見
さ
れ
た
問
題
と

し
て
引
き
取
り
を
拒
否
し
た
。
村
内
自
衛
隊
基
地
で
保
管
し
た
後
、
返
還
か
ら
約
18
年
後
の
２
０
１
３

年
、
日
本
の
民
間
業
者
に
よ
っ
て
３
２
０
ト
ン
に
及
ぶ
汚
泥
は
全
面
処
理
さ
れ
た
。

　
恩
納
村
に
は
現
在
キ
ャ
ン
プ
・
ハ
ン
セ
ン
の
他
、
嘉
手
納
弾
薬
庫
地
区
が
あ
り
、
村
面
積
の
米
軍
基

地
が
占
め
る
割
合
は
29
・
２
％
で
あ
る
。
自
衛
隊
基
地
を
含
め
る
と
29
・
８
％
と
な
る
。

５
．
次
世
代
へ
の
継
承

　（
１
）
慰
霊
の
取
り
組
み

　
現
在
恩
納
村
内
に
は
10
基
の
慰
霊
塔
が
建
立
さ
れ
て
い
る
。
慰
霊
塔
の
あ
る
行
政
区
で
は
慰
霊
の
日

（
６
月
23
日
）
に
自
治
会
主
催
で
遺
族
、
区
民
参
加
の
慰
霊
祭
が
行
わ
れ
る
。
恩
納
村
の
慰
霊
之
塔
で

は
村
主
催
で
慰
霊
祭
が
行
わ
れ
、
村
遺
族
会
、
各
区
の
代
表
、
関
係
者
が
参
加
し
て
い
る
。

　
安
富
祖
子
ど
も
会
で
は
第
二
護
郷
隊
之
碑
、
第
四
十
四
飛
行
場
大
隊
之
碑
が
あ
る
敷
地
を
慰
霊
の
日

に
清
掃
し
、
そ
の
場
で
体
験
者
の
お
話
を
聞
く
な
ど
独
自
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。
現
在
、
郷
護

の
会
（
第
二
護
郷
隊
の
戦
友
会
）、
屋
良
ノ

友
ノ
会
（
第
四
十
四
飛
行
場
大
隊
戦
友
会
）

は
解
散
し
、慰
霊
祭
は
行
わ
れ
て
い
な
い
が
、

遺
族
の
参
拝
は
引
き
続
き
行
わ
れ
、
う
る
ま

市
の
地
蔵
院
に
よ
っ
て
祭
壇
が
設
け
ら
れ
て

い
る
。

　（
２
）
平
和
学
習

　
村
内
に
は
自
然
洞
窟
で
あ
る
ガ
マ
、
住
民

避
難
壕
、
日
本
軍
が
建
設
し
た
陣
地
、
ト
ー

チ
カ
や
護
郷
隊
が
破
壊
し
た
橋
な
ど
の
戦
争

遺
跡
が
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
戦
争
遺

跡
や
慰
霊
碑
を
回
り
、
恩
納
村
の
戦
争
を
知

り
、
考
え
る
平
和
学
習
が
行
わ
れ
て
い
る
。

２
０
１
９
年
に
は
安
富
祖
中
学
校
１
年
１
組

が
戦
時
中
の
食
事
作
り
、
戦
争
体
験
者
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
慰
霊
碑
前
で
の
平
和
の
詩
の
群
読
、

遺
族
会
の
方
々
へ
の
学
習
内
容
の
発
表
な
ど
、
一
学
期
を
通
し
て
学
び
を
深
め
、
沖
縄
県
の
第
１
回

ち
ゅ
ら
う
ち
な
ー
草
の
根
平
和
貢
献
賞
を
受
賞
し
た
。

　
村
内
の
小
中
学
校
で
は
村
内
の
戦
争
体
験
者
や
第
二
護
郷
隊
の
体
験
者
か
ら
も
体
験
を
聴
く
機
会

が
増
え
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
も
行
わ
れ
て

い
る
。第
二
護
郷
隊
を
テ
ー
マ
に
し
た
ド
キ
ュ

メ
ン
タ
リ
ー
映
画
「
沖
縄
ス
パ
イ
戦
史
」
が

２
０
１
８
年
に
公
開
、
全
国
各
地
で
の
上
映
、

恩
納
村
で
の
自
主
上
映
会
に
よ
っ
て
、
恩
納

村
の
戦
争
、
少
年
兵
の
ゲ
リ
ラ
戦
が
広
く
知

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
毎
年
６
月
か
ら
７
月
に
は
恩
納
村
博
物
館

で
恩
納
村
史
編
さ
ん
係
、
教
育
委
員
会
文
化

係
に
よ
る
慰
霊
の
日
特
別
展
が
開
催
さ
れ
、

村
内
外
か
ら
の
来
館
者
も
増
え
て
い
る
。

（
瀬
戸
）

米軍演習による山火事（2018年 10月）

＜恩納村内の慰霊塔＞

宇魂の塔
さざなみの塔
眞魂の塔
慰霊塔
仲魂の塔
慰霊塔
慰霊之塔
慰霊之塔
第二護郷隊之碑
第四十四飛行場大隊之碑

  場　所
宇加地区
塩屋区
真栄田区
山田区
仲泊区
前兼久区
冨着区
恩納区
安富祖区
安富祖区

　  建立者
宇加地自治会
塩屋自治会
真栄田自治会
山田自治会
仲泊自治会
前兼久自治会
冨着自治会
恩納村
郷護の会
屋良ノ友ノ会
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安富祖中学校1年１組による平和の詩の群読


